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次　第

連合 政策・制度推進フォーラム
（略称：連合フォーラム）

設 立 総 会

1989年に結成された連合は、その統一大会において、「『力と政策』をもって新し
い運動の道を切り開いていく」と高らかに宣言し、以来、国民生活にかかわる諸課題
の克服と、めざすべき社会像の実現に努力を重ねて参りました。
同時に連合は、「連合の政治方針」において、「理念・目的、政策・制度要求が一致す

る政党・政治家の支援」を掲げ、連合の求める働く者・生活者の視点に立った政策実
現に向けた運動を強力に展開し、着実に成果を積み上げてきました。
その一方で、人口減少や産業構造・雇用環境の変化、不可避となる税・社会保障制
度等の見直しなど、立ちはだかる諸課題に対しては、これまで以上に適切かつスピー
ド感ある対応が求められています。しかし、現下の日本の政治には、その認識に応え
得る明確な社会像・国家像が不十分と言わざるを得ません。
こうした認識にもとづき、連合は今回、政党の枠に縛られず、支援する議員一人ひ

とりとの関係に重きを置いた新たな枠組みとして、「連合政策・制度推進フォーラム」
を設立することといたしました。
連合は、働く仲間の集団であるとともに、わが国の将来にわたる持続的発展を心
の底から追い求める組織です。様々な困難に向き合いながら日々懸命に生きる人、
さらには将来を生きる次の世代のために、連合が先頭に立ち、「働くことを軸とする
安心社会」の実現をめざして参ります。ぜひとも、働く者・生活者の視点に立った政策
の実現をめざす「連合 政策・制度推進フォーラム」に、ご参加・ご協力をいただきたい
と存じます。

趣 意 書趣 意 書

「連合 政策・制度推進フォーラム」

連合の政策の理解・共有・周知を行う場とするとともに、国会議員との相
互の連携を強化することで政策実現に資する。

組織内国会議員および推薦議員を中心に、フォーラムの趣意書・活動目
的に賛同する国会議員で構成する。また、必要に応じて学識経験者等、
有識者の参画も求める。

本会の事務局は連合本部内に置く。

本会の経費は連合の一般会計をもって運営する。

なお、主な活動は、政策課題に関する各種勉強会・研修会・集会等への参加、
および連合の政策・制度要求の実現に向けた相互理解活動等。

運営要綱運営要綱

名　称

目　的

構　成

事務局

財　務

司会：井村　和夫
　　　連合政治センター事務局長

司会：鈴木　るり
　　　連合政治センター事務局局長



連合フォーラム議員名簿（敬称略・五十音順）
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浅 野 　 哲 希 望 の 党
安 住 　 淳 民 進 党
阿 部 　 知 子 立憲民主党
荒 井 　 聰 立憲民主党

い 池 田 　 真 紀 立憲民主党
石 川 　 香 織 立憲民主党
泉 　 健 太 希 望 の 党
井 出 　 庸 生 希 望 の 党
稲 富 　 修 二 希 望 の 党
今 井 　 雅 人 希 望 の 党

う 生 方 　 幸 夫 立憲民主党
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浜 野 　 喜 史 民  進  党
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森 本 　 真 治 民  進  党
や 矢田　わか子 民  進  党

柳 田 　 稔 民  進  党
よ 吉 川 　 沙 織 民  進  党
れ 蓮 　 舫 立憲民主党
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